会　議　記　録

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第3回高松市文化芸術振興審議会

	開催日時
	平成26年4月25日(金)　15時～17時30分

	開催場所
	高松市役所　四番丁スクエア

	議    題
	(1)文化芸術振興計画（案）について
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	青山委員、甘利委員、鹿庭委員、北岡委員、木ノ下委員、
多田委員、佃委員、津村委員、橋本委員、林委員、若井委員
計11人(4人欠席)

	傍 聴 者
	     0  人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し、次の議題について協議し、下記の結果となった。

(1) 文化芸術振興計画（案）について

前回(3/26)に引き続き、分科会形式のグループディスカッションにより、高松市文化芸術振興条例の10つの基本的施策に従い分類した「高松市文化芸術活動事業調べ」を資料に、現況事業から見えてくる高松市の文化芸術における施策の問題点等を、事務局交えて議論。

・ファシリテーター＝橋本会長、木ノ下委員、鹿庭委員

●橋本委員グループ（青山委員、津村委員、林委員、[事務局]次田）
●木ノ下委員グループ（甘利委員、多田委員、若井委員、[事務局]秋山）
●鹿庭委員グループ（北岡委員、佃委員、[事務局]毛利）
3つのグループから新たに提案及び指摘されたことは下記のとおり。

[基本的施策1．人材の育成]
・つなぐ人の重要性

・現況人材の育成と考えられている事業は、鑑賞者の育成であって、つなぎ手の育成とは言えない。コーディネーター育成のプログラムが、事業化(予算措置)されていない表れ。

・専門的人材を雇用できる仕組み（現場と連携でき、実践をつめるような形での連携）。
・予算の獲得と制度設置。
[基本的施策2．次代を担う子どもの育成]

・芸術士制度は素晴らしいが、小中高等と続く連携の仕組み(制度設計)が必要。

・モデル事業を立ち上げ、やがて循環し、いつかは高松市全域に広がる仕組みをつくる。

[基本的施策3．環境の整備]

・既存施設を適切に見つめ直し、適切な活用・連携・仕組みづくりをつくる。

・公共交通機関の連携が必要。
・既存事業の整理が必要。
[基本的施策5．情報の収集及び発信]

・既存の整理と、新たにメリハリをつけることで、効率の良い発信をする。
[基本的施策6．交流の促進]

・表面的に障がいが見えなくても、コミュニケーションが難しくなっている現在、文化芸術ができることは多層だからこそ、交流の促進に積極的に取り組んでいくべき。

[基本的施策8．多様な文化芸術等の尊重及び享受]

・瀬戸内国際芸術祭は、非日常性的な祭りとして、故郷を再発見する装置であり、非常に充実した多様な文化が共存するこの仕組みをモデルとして他事業でも展開していくこと。ある程度認知されたものを使って、今まで見えなかった伝統的なもの、あるいは、いつもは見えない、隙間にあるような文化活動を堀りあげていく必要がある。

・公共ホールの役割としては、現代的なものの提案、同時に伝統的なもの、あるいは記録に残っていないものをフィーチャーすること。

・かがわ・山なみ芸術祭に見られる、ある自発的な動きともっと連携できれば良い。

・メディアアート祭は産業創出の視点を持ち取り組むのがひとつの方法。一流のひとたちが、高松に拠点を構え、発信できることを構想の核にする。

・サンポートホール高松は、鑑賞型のホールとして見事だが、提案型、創造型のホールに転換し、大きな発信拠点となるべき。

[基本的施策9．文化芸術を生かしたまちづくりの推進]

・高松国際ピアノコンクールの評価を例に、継続を前提にどう差別化するかが課題。

・商店街活性化は、空き店舗をホールや小屋に改装し継続的に取り組むプログラムを作り、いずれ運営を商店街に委ねる。

[基本的施策10．顕彰及び奨励]

・文化奨励賞は贈呈に加えて、公に発表の機会を。目に見える形で市民に還元するシステムをつくる。

(全体的なこととして)

・今までの経緯で非常にたくさんのことをやっているが、大胆な整理が必要。

・全体を俯瞰してみる。それにより整理の仕方を考える。重点視点はどこか。例えば、「子どもの未来」などを軸において、回りの作業を固めていく。



	(2) その他について

(事務局より)

・平成２７年度からの３か年にわたる予定の、本市文化芸術における振興計画であり、審議会委員の皆さまには、もう少し時間をかけて審議いただきたいと事務局サイドで考えていること、また、策定スケジュールの変更については、庁内で了解を得る必要があることから、次回５月１２日に予定していた第４回審議会を延期し、追って次回日時を伝える旨で委員全員が了とした。

その他、委員から特に意見はなく、以上をもって、本日の会議を終了することとした。
以　上



